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第
二
条
中
「
産
業
の
開
発
の
程
度
が
低
く
、
か
つ
、
住
民
の
生
活
文
化
水
準
が
劣
つ
て
い
る
」
を
「
産
業
基
盤
及
び

生
活
環
境
の
整
備
等
が
他
の
地
域
に
比
較
し
て
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え

る
。（

基
本
理
念
）

第
二
条
の
二

山
村
の
振
興
は
、
山
村
の
有
す
る
国
土
の
保
全
、
水
源
の
涵
養
、
自
然
環
境
の
保
全
、
良
好
な
景
観
の

形
成
、
文
化
の
伝
承
等
の
多
面
に
わ
た
る
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
、
国
民
が
将
来
に
わ
た
つ
て
そ
れ
ら
の
恵
沢
を

享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
森
林
等
の
保
全
を
図
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

山
村
の
振
興
は
、
山
村
に
お
け
る
産
業
基
盤
及
び
生
活
環
境
の
整
備
等
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
産
業
の
育
成
に
よ
る
就
業
の
機
会
の
創
出
、
住
民
の
福
祉
の
向
上
等
を
通
じ
た
魅
力
あ
る
地
域
社
会
の
形
成
及

び
地
域
間
交
流
の
促
進
等
に
よ
る
山
村
へ
の
移
住
の
促
進
を
含
め
た
山
村
に
お
け
る
定
住
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
旨

と
し
て
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条
中
「
山
村
の
担
つ
て
い
る
国
土
の
保
全
、
水
源
の
か
ん
養
、
自
然
環
境
の
保
全
等
の
重
要
な
役
割
を
発
揮
さ

せ
る
た
め
森
林
等
の
保
全
を
図
る
と
と
も
に
、
国
土
形
成
計
画
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
五
号
）
の
規
定
に
よ

る
国
土
形
成
計
画
そ
の
他
法
令
の
規
定
に
よ
る
地
域
振
興
に
関
す
る
計
画
と
の
調
和
が
保
た
れ
る
よ
う
に
考
慮
し
つ

つ
、
山
村
に
お
け
る
産
業
基
盤
及
び
生
活
環
境
の
整
備
等
を
図
る
こ
と
を
旨
と
し
」
を
「
前
条
の
基
本
理
念
（
次
条
及

び
第
五
条
に
お
い
て
「
基
本
理
念
」
と
い
う
。）に
の
つ
と
り
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
発
達
さ
せ
る
」
を
「
確
保

す
る
と
と
も
に
、
山
村
地
域
に
お
け
る
情
報
化
を
図
り
、
及
び
地
域
間
交
流
を
促
進
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中

「
農
林
産
物
の
加
工
業
」
を
「
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
農
林
水
産
物
の
加
工
業
及
び
販
売
業
」
に
改
め
、「
導
入
、」

の
下
に
「
地
域
資
源
の
活
用
に
よ
る
」
を
、「
育
成
」
の
下
に
「
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
の
推
進
、
木
材
の
利

用
の
促
進
、
山
村
の
振
興
に
寄
与
す
る
人
材
の
育
成
及
び
確
保
」
を
加
え
、
同
条
第
五
号
中
「
確
保
」
の
下
に
「
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
、
高
齢
者
の
福
祉
そ
の
他
の
福
祉
の
増
進
、
教
育
環
境
の
整
備
」
を
加
え
る
。

第
四
条
中
「
国
は
」
の
下
に
「
、
基
本
理
念
に
の
つ
と
り
」
を
加
え
る
。

第
五
条
中
「
地
方
公
共
団
体
は
」
の
下
に
「
、
基
本
理
念
に
の
つ
と
り
」
を
加
え
る
。

第
七
条
の
二
第
二
項
第
四
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
確
保
」
の
下
に「
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
、

高
齢
者
の
福
祉
そ
の
他
の
福
祉
の
増
進
、
教
育
環
境
の
整
備
」
を
加
え
、「
及
び
労
働
条
件
の
改
善
」
を
「
、
労
働
条
件

の
改
善
等
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
中
「
開
発
」
の
下
に
「
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

農
林
水
産
物
の
加
工
業
及
び
販
売
業
等
の
導
入
、
地
域
資
源
の
活
用
に
よ
る
特
産
物
の
生
産
の
育
成
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
用
の
推
進
、
木
材
の
利
用
の
促
進
、
山
村
の
振
興
に
寄
与
す
る
人
材
の
育
成
及
び
確
保
」
を
加
え
、
同
号

を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

交
通
通
信
体
系
の
整
備
、
山
村
に
お
け
る
情
報
化
及
び
地
域
間
交
流
の
促
進
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
基
本
的

な
事
項

第
七
条
の
二
中
第
六
項
を
第
七
項
と
し
、
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
項
の
次
に
次
の

一
項
を
加
え
る
。

３

山
村
振
興
基
本
方
針
は
、
国
土
形
成
計
画
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
五
号
）
の
規
定
に
よ
る
国
土
形
成
計

画
そ
の
他
法
令
の
規
定
に
よ
る
地
域
振
興
に
関
す
る
計
画
と
の
調
和
に
つ
い
て
適
切
な
考
慮
が
払
わ
れ
た
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

前
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
山
村
振
興
計
画
に
産
業
振
興
施
策
促
進
事
項
を
記
載
す
る
場
合
に
は
、
次
に

掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

一

産
業
振
興
施
策
促
進
事
項
の
目
標

二

そ
の
他
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項

６

第
四
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

森
林
資
源
活
用
型
地
域
活
性
化
事
業
（
産
業
振
興
施
策
促
進
区
域
に
お
い
て
、
林
業
者
若
し
く
は
木
材
製
造
業

を
営
む
者
（
林
業
若
し
く
は
木
材
製
造
業
を
営
も
う
と
す
る
者
又
は
林
業
若
し
く
は
木
材
製
造
業
を
営
む
法
人
を

設
立
し
よ
う
と
す
る
者
を
含
む
。）又
は
こ
れ
ら
の
者
の
組
織
す
る
団
体
が
、
未
利
用
又
は
利
用
の
程
度
の
低
い
森

林
資
源
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
産
業
振
興
施
策
促
進
区
域
に
お
け
る
産
業
の
振
興
を
図
る
事
業
を
い
う
。
以

下
こ
の
条
及
び
第
八
条
の
六
に
お
い
て
同
じ
。）に
関
す
る
事
項

二

補
助
金
等
交
付
財
産
活
用
事
業
（
補
助
金
等
交
付
財
産
（
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
七
十
九
号
）
第
二
十
二
条
に
規
定
す
る
財
産
を
い
う
。）を
当
該
補
助
金
等
交
付
財

産
に
充
て
ら
れ
た
補
助
金
等
（
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
補
助
金
等
を
い
う
。）の
交
付
の
目
的
以
外
の
目

的
に
使
用
し
、
譲
渡
し
、
交
換
し
、
貸
し
付
け
、
又
は
担
保
に
供
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
事
業
を
い
う
。
第
八
条

の
七
に
お
い
て
同
じ
。）に
関
す
る
事
項

７

振
興
山
村
市
町
村
は
、
山
村
振
興
計
画
に
産
業
振
興
施
策
促
進
事
項
を
記
載
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
産
業

振
興
施
策
促
進
事
項
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
主
務
大
臣
に
協
議
し
、
そ

の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

振
興
山
村
市
町
村
は
、
山
村
振
興
計
画
に
産
業
振
興
施
策
促
進
事
項
と
し
て
第
四
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記

載
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
同
号
の
実
施
主
体
と
し
て
定
め
よ
う
と
す
る
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

９

次
に
掲
げ
る
者
は
、
振
興
山
村
市
町
村
に
対
し
て
、
第
一
項
の
同
意
を
得
た
当
該
振
興
山
村
市
町
村
の
山
村
振
興

計
画
に
産
業
振
興
施
策
促
進
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該

山
村
振
興
計
画
に
即
し
て
、
当
該
提
案
に
係
る
産
業
振
興
施
策
促
進
事
項
の
素
案
を
作
成
し
て
、
こ
れ
を
提
示
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
提
案
に
係
る
産
業
振
興
施
策
促
進
事
項
と
し
て
記
載
し
よ
う
と
す
る
第
四
項
第
三
号
に
規
定
す
る
事
業
を

実
施
し
よ
う
と
す
る
者

二

前
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
同
号
の
産
業
振
興
施
策
促
進
事
項
に
関
し
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者

第
八
条
第
一
項
中
「
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
当
該

山
村
振
興
計
画
」
の
下
に「（
産
業
振
興
施
策
促
進
事
項
に
係
る
部
分
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
十
五
項
と

し
、
同
条
第
二
項
を
同
条
第
十
四
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
十
二
項
を
加
え
る
。

２

山
村
振
興
計
画
は
、
お
お
む
ね
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

振
興
の
基
本
方
針

二

交
通
通
信
体
系
の
整
備
、
地
域
に
お
け
る
情
報
化
及
び
地
域
間
交
流
の
促
進
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
事
項

三

農
業
経
営
及
び
林
業
経
営
の
近
代
化
、
観
光
の
開
発
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
農
林
水
産
物
の
加
工
業
及
び

農
林
水
産
物
等
販
売
業
（
振
興
山
村
に
お
い
て
生
産
さ
れ
た
農
林
水
産
物
又
は
当
該
農
林
水
産
物
を
原
料
若
し
く

は
材
料
と
し
て
製
造
、
加
工
若
し
く
は
調
理
を
し
た
も
の
を
店
舗
に
お
い
て
主
に
他
の
地
域
の
者
に
販
売
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）等
の
導
入
、
地
域
資
源
の
活
用
に
よ
る
特
産
物
の
生
産
の
育
成
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
の
推
進
、
木
材
の
利
用
の
促
進
、
山
村
の
振
興
に
寄
与
す
る
人
材
の
育
成
及
び
確

保
等
産
業
の
振
興
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
事
項

四

医
療
の
確
保
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
、
高
齢
者
の
福
祉
そ
の
他
の
福
祉
の
増
進
、
教
育
環
境
の
整
備
、
生
活

改
善
、
労
働
条
件
の
改
善
等
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
事
項

五

施
設
の
整
備
、
農
用
地
の
造
成
及
び
集
落
の
整
備
に
関
す
る
事
項

３

山
村
振
興
計
画
に
は
、
前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
し
、
当
該
振
興
山
村
の
区
域
の
特
性
に
応
じ
た
農
林
水

産
業
の
振
興
、
商
工
業
の
振
興
、
観
光
の
振
興
そ
の
他
の
産
業
の
振
興
の
た
め
の
施
策
の
促
進
に
関
す
る
事
項
（
以

下
「
産
業
振
興
施
策
促
進
事
項
」
と
い
う
。）を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

産
業
振
興
施
策
促
進
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

産
業
の
振
興
の
た
め
の
施
策
を
促
進
す
る
区
域
（
以
下
「
産
業
振
興
施
策
促
進
区
域
」
と
い
う
。）

二

地
域
資
源
を
活
用
す
る
製
造
業
（
振
興
山
村
に
お
い
て
生
産
さ
れ
た
も
の
を
原
料
又
は
材
料
と
す
る
製
造
又
は

加
工
の
事
業
を
い
う
。
第
十
四
条
に
お
い
て
同
じ
。）、
農
林
水
産
物
等
販
売
業
そ
の
他
の
当
該
産
業
振
興
施
策
促

進
区
域
に
お
い
て
振
興
す
べ
き
業
種

三

前
号
の
業
種
の
振
興
を
促
進
す
る
た
め
に
行
う
事
業
の
内
容
及
び
実
施
主
体
に
関
す
る
事
項

四

産
業
の
振
興
の
た
め
の
施
策
の
促
進
に
係
る
期
間

10

前
項
の
規
定
に
よ
る
提
案
を
受
け
た
振
興
山
村
市
町
村
は
、
当
該
提
案
に
基
づ
き
山
村
振
興
計
画
に
産
業
振
興
施

策
促
進
事
項
を
記
載
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
遅
滞
な
く
、
当
該
提
案
を
し
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
産
業
振
興
施
策
促
進
事
項
を
記
載
し
な
い
こ
と
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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